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   特  別  養  護  老  人  ホ  ー  ム お  ら  が  庵 

指 定 介 護 老 人 福 祉 施 設 運 営 規 程 
 
（目 的） 
第１条 この規程は、社会福祉法人おらが会が設置経営する特別養護老人ホーム おらが

庵（以下「事業所」という。）が行う指定介護老人福祉施設事業（以下「事業」という。）

の運営及び利用について必要な事項を定め、事業所の円滑な運営を図ることを目的とす

る。 
 
（基本方針） 
第２条 利用者が可能な限りその有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができ

るよう、必要な日常生活上の援助及び機能訓練を行うことにより、利用者の社会的孤立

感の解消及び心身機能の維持並びに利用者の家族の身体的及び精神的負担の軽減を図

る。 
 
（運営の方針） 
第３条 事業所において提供する介護福祉施設サービスは、介護保険法並びに関係する厚

生省令、告示の趣旨及び内容に沿ったものとする。 
２ 利用者の人格を尊重し、常に利用者の立場に立ったサービスの提供に努めるとともに、

利用者及びその家族のニーズを的確に捉え、個別に施設サービス計画を作成することに

より、利用者が必要とする適切なサ－ビスを提供する。 
３ 利用者またはその家族に対し、サービスの内容及び提供方法について分かりやすく説

明する。 
４ 適切な介護技術をもってサービスを提供する。 
５ 常に、提供したサービスの質の管理、評価を行う。 
 
（事業所の名称等） 
第４条 事業を行う事業所の名称及び所在地は、次のとおりとする。 
（１） 名称 特別養護老人ホーム おらが庵 
（２） 所在地 上水内郡信濃町大字柏原３５０番地 
 
（職員の職種、員数、及び職務内容） 
第５条 事業所に勤務する職員の職種、員数及び職務内容は次のとおりとする。 
（１） 管理者 １名 （特別養護老人ホーム おらが庵所長） 
    管理者は、施設の従業者の管理及び業務の管理を一元的に行う。 
（２） 介護支援専門員 １名 
    介護支援専門員は、利用者の自立した日常生活の営みに資するよう作成する施設

サービス計画（ケアプラン）に関する業務において、必要な役割を果たす。また、

要介護認定の更新代行手続、認定調査を行う。 
（３） 生活相談員 基準上最低の配置人数以上 
    生活相談員は、利用者及び家族の必要な相談に応じるとともに、適切なサービス

が提供されるよう、他の機関との連携において必要な役割を果たす。 
（４） 看護職員 ２名以上 
    看護職員は、健康チェック等を行うことにより利用者の健康状態を的確に把握す

るとともに、利用者が各種サービスを利用するために必要な処置を行う。 
（５） 介護職員 基準上最低の配置人数以上 
    介護職員は、介護福祉施設サービスの提供にあたり利用者の心身の状況等を的確
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に把握し、利用者に対し適切な介助を行う。 
（６） 機能訓練指導員 ２名以上 
    機能訓練指導員は、利用者が日常生活を営むために必要な機能の減退を防止する

ために必要な機能訓練等を行う。 
（７） 栄養士 １名 
    栄養士は、栄養並びに利用者の身体の状況、嗜好を考慮した食事を適切な時間に

提供するために必要な業務を行う。 

（８） 事務員 ２名  
    事務職員は、庶務、一般事務及び会計経理をつかさどる。 
（９） 用務員 １名 
    用務員は、施設設備の管理及び環境整備に従事する。 
（10） 清掃員 ２名以上 
    清掃員は、施設内の清掃を行う。 
（11） 宿直員 １名 
    宿直員は、火災、盗難防止、文書の収受、電話・来客応対、定期巡視、その他緊

急に備え待機する宿直業務を行う。 
（12） 医 師 １名以上（非常勤） 

医師は、利用者の診察・健康管理及び保健衛生指導に従事する。 
 
（利用定員） 
第６条 定員は５２名とする。 
 
（施設サービスの内容） 
第７条 施設サービスの内容は次のとおりとする。 
（１） 日常生活上の援助 
     日常生活動作能力に応じて必要な介護を行う。 
      ア．排泄の介助 
      イ．移動の介助 
      ウ．その他必要な身体の介助 
      エ．養護（休養） 
（２） 健康状態の確認 
（３） 機能訓練サービス 
     利用者が日常生活を営むのに必要な機能の減退を防止するための訓練並びに

利用者の心身の活性化を図るための各種サービス（アクティビティ・サービス）

を提供する。 
      ア．日常生活動作に関する訓練 
      イ．レクリェーション（アクティビティ・サービス） 
      ウ．グループワーク 
      エ．行事的活動 
      オ．体操 
      カ．趣味活動 
（４） 入浴サービス 
     入浴が困難な利用者に対して、必要な入浴サービスを提供する。 
     ・入浴形態 
      ア．一般浴槽による入浴（バスリフト使用） 
      イ．特殊浴槽による入浴 
     ・介助の種類（必要に応じて行う） 
      ア．衣類着脱 
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      イ．身体清拭、洗髪、洗身 
      ウ．その他必要な介助 
（５） 食事に係るサービス 
      ア．準備、後始末の介助 
      イ．食事摂取の介助 
      ウ．服薬の介助 
      エ．その他必要な食事の介助 
（６） 口腔衛生サービス 
      ア．歯磨きの介助 
      イ．入れ歯の洗浄 
（７） 相談、助言等に関すること 
     利用者及びその家族の日常生活における介護等に関する相談及び助言を行う。 
      ア．日常生活動作に関する訓練の相談、助言 
      イ．福祉用具の利用法の相談、助言 
      ウ．その他必要な相談、助言 
（８） 行事 
     年間行事計画に基づき、各月ごとに行事を行う。 
     行事の運営にあたっては、地域の有志やボランティアの協力をいただくことも

含め円滑に行い、また利用者のご家族及び地域住民が参加しやすい企画づくりを

心掛ける。 
 
（施設サービス計画の作成） 
第８条 施設サービスの提供を開始する際には、利用者の心身の状況、希望及びその置か

れている状況等の状況を十分に把握し、施設サービス計画を作成する。 
２ 施設サービス計画の作成、変更の際には、利用者または家族に対し当該計画の内容を

説明し、同意を得る。 
３ 利用者に対し、施設サービス計画に基づいてサービスを提供するとともに、継続的な

サービスの管理、評価を行う。 
 
（施設サービスの利用料） 
第９条 事業所が提供する施設サービスの利用料は、介護報酬の告示上の額とする。但し、

次に掲げる項目については、別に利用料金の支払いを受ける。 
（１） 事業所において提供されるサービスのうち、日常生活において通常必要となるも

のにかかる費用で、利用者が負担することが適当と認められる費用。 
（２） 食事の提供に要する費用（食材料費及び調理費） 

ただし、介護保険負担限度額認定証の発行を受けている利用者については、その

認定証に記載された食費の金額（１日当たり）とする。 
 

食事に係る負担額  
利用者負担第１段階 ３００円 

利用者負担第２段階   ３９０円 

利用者負担第３段階➀   ６５０円 

利用者負担第３段階② １，３６０円 

利用者負担第４段階 １，７１０円 
 

（３） 居住に要する費用（光熱水費） 
介護保険負担限度額認定証の発行を受けている利用者については、その認定証に

記載された居住費の金額（１日当たり）とする。 
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居住に係る負担額  

 多床室 従来型個室 
利用者負担第１段階 ０円 ３８０円 

利用者負担第２段階 ４３０円 ４８０円 

利用者負担第３段階 ４３０円 ８８０円 

利用者負担第４段階 １，０５５円 １，３７１円 
 

（４） 前各号に掲げるものの他、事業所において提供されるサービスのうち、日常生活

において通常必要となるものにかかる費用で、利用者が負担することが適当と認

められる費用。   実費 
 ２ 事業者は、前項の費用の支払いを含むサービスを提供する際には、事前に利用者ま

たは家族に対して必要な資料を提示し、当該サービスの内容及び費用を説明した上で、

利用者の同意を得る。また、併せてその支払いに同意する旨の文書に署名（記名押印）

を受ける。 
 ３ 利用料の支払いは、現金あるいは金融機関口座振替または郵便振替により、指定期

日までに受ける。 
 
（サービス利用にあたっての留意事項） 
第 10 条 利用者に対し適切な施設サービスを提供するために、食堂、機能訓練室等の事

業所内の各設備には、利用に際しての注意事項を掲示する。 
 
（サービスの提供記録の記載） 
第 11 条 施設サービスを提供した際には、その提供日及び内容、当該施設サービスにつ

いて、利用者に代わって支払いを受ける介護報酬の額、その他必要な記録を所定の書面

に記載する。 
 
（個人情報の保護） 
第 12 条 事業所は、利用者の個人情報について「個人情報の保護に関する法律」及び厚

生労働省が策定した「医療・介護関係事業者における個人情報の適切な取り扱いのため

のガイドライン」を遵守し適切な取り扱いに努める。 
２ 事業所が得た利用者の個人情報については、事業所での介護サービスの提供以外の目

的では原則的に利用しないものとし、外部への情報提供については必要に応じて利用者

又はその代理人の了解を得るものとする。 
 
（秘密保持） 
第 13 条 事業所の職員は、業務上知り得た利用者又はその家族の秘密保持を厳守する。 
２ 事業者は、職員であった者に業務上知り得た利用者又は家族の秘密を保持させるため、

退職後においてもこれらの秘密を保持するべき旨を、雇用契約の内容とする。 
 
（苦情処理） 
第 14 条 提供した施設サービスに関する利用者からの苦情に対して、迅速かつ適切に対

応するため、受付窓口の設置、担当者の配置、事実関係の調査の実施、改善措置、利用

者又はその家族に対する説明、記録の整備その他必要措置を講じるものとする。 
 
（損害賠償） 
第 15 条 利用者に対する施設サービスの提供により賠償すべき事故が発生した場合には、

損害賠償を速やかに行う。 
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（衛生管理） 
第 16 条 施設サービスに使用する備品等を清潔に保持し、定期的な消毒を施す等、常に

衛生管理に十分留意するものとする。 
２ 職員は感染症等に関する知識の習得に努める。 
 
（緊急時等における対応方法） 
第 17 条 施設サービスの提供中に利用者の病状に急変、その他緊急事態が生じたときは、

速やかに主治医あるいは協力医療機関に連絡する等の措置を講ずるとともに、管理者に

報告しなればならない。 
 
（身体拘束等を行う場合） 
第 18 条 事業所は、サービス提供にあたり、利用者本人または他の利用者等の生命また

は身体を保護するため緊急やむを得ない場合に限り、利用者に対し身体拘束または行動

を制限する行為（以下｢身体拘束等｣という。）を行うことがある。 
２ 事業所は、利用者に対し身体拘束等を行う場合、利用者本人及び家族等に対して、身

体拘束等の内容、目的、理由、拘束の時間、期間等詳細に説明を行い、十分な理解を得

るよう努める。 
３ 事業所は、緊急やむを得ず身体拘束等を行う場合、その状態及び時間、利用者の心身

の状況、身体拘束等を行う理由について記録し、日々の心身等の状態観察をしながら身

体拘束等の必要性や方法について、検討を加える。 
４ 身体拘束等を行った記録について、利用者本人、家族等、行政担当部局等から照会が

ある際には、速やかに開示を行う。 
 
（虐待の防止のための措置に関する事項） 
第 19 条 事業所は、虐待の発生又はその再発を防止するため、以下の措置を講じる。 
（１） 虐待の防止のための対策を検討する委員会（テレビ電話装置等の活用可能）を設置 

し定期的に開催するとともに、その結果について、職員に十分に周知する。 
（２） 虐待の防止のための指針を整備する。 
（３） 職員に対し、虐待の防止のための研修を定期的に開催するために研修計画を定 

める。 
（４） 前項（３）に掲げる措置を適切に実施するための担当者を置く。 
２ 虐待又は、虐待が疑われる事案が発生した場合には、再発の確実な防止策を講じると

ともに、市町村へ報告する。 
 
（非常災害対策） 
第 20 条 事業所は、非常災害に際して必要な具体的計画を策定するとともに、利用者等

の避難、救出訓練の実施等、万全の対策を期することとする。 
２ 事業所は、前項に規定した訓練の実施に当たって、地域住民の参加が得られるよう連

携に努めなければならない。 
 
（その他運営に関する重要事項） 
第 21 条 事業所は、職員の資質向上を図るための研修等の機会を次のとおり設けるもの

とし、また、業務体制を整備する。 
（１） 採用時研修 採用後３か月以内 
（２） 継続研修 年 ２回 
２ この規定に定める事項の外、運営に関する重要事項は社会福祉法人おらが会と事業所

の管理者との協議に基づいて定めるものとする。 
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 附則 
この規程は、平成１２年４月１日から施行する。 
 附則（平成１７年２月１日一部改正） 
 附則（平成１７年９月３０日一部改正） 

附則（平成１８年４月１日一部改正） 
 附則（平成１９年１２月１４日一部改正） 
 附則（平成２１年４月１日一部改正） 
 附則（平成２４年４月１日一部改正） 

附則（平成２７年８月１日一部改正） 
附則（令和元年１０月１日一部改正） 
附則（令和３年８月１日一部改正） 
附則（令和５年４月１日一部改正） 

 附則（令和６年２月１日一部改正） 
 附則（令和６年８月１日一部改正） 
 附則（令和７年４月１日一部改正） 
 


